
（別紙２） 
■国民へのアンケートからの主な意見 

「エコプロダクツ 2008」の来場者（n=195）、「名古屋ビオトープ研修会」の参加者（n=30）「埼

玉県民カレッジ」の参加者（n= 30）及び名古屋外国語大学の現代広告論受講者（n=11）からの

行動リストへの意見募集から抜粋（重複する意見を整理） 
 

● いきものを大切にします （10 代男性・小学生） 

● 生物について勉強します （10 代男性・小学生） 

● 動物が絶滅しないようなことを考えたりします （10 代男性・学生） 

● 身の回りにいる生物を観察します （10 代・学生） 

● ほとんどの生物が目に見えない、目につかない、だから本当を伝えます （20 代男性・学

生） 

● 自分の身の回り（家、学校等）で、どんな生物が生息しているかを観察したり、調べたり

します （20 代男性・学生） 

● ＡＢＳについて勉強します （20 代男性・学生） 

● 生物の貴重さを周りの人々に伝えられるように、今後、生物多様性についてさまざまなメ

ディアから吸収したいです （20 代男性・学生） 

● 自分の命を大切にして、他の生物の大切さ、尊さを考えます （20 代女性・学生） 

● キャンプやピクニックなどをして自然の大切さを忘れないようにします （20 代女性・学

生） 

● 生物多様性がなぜ重要なのかを、他の人に納得させられるように勉強します （20 代男

性・会社員） 

● 生物多様性がどういうことをさしているのか理解して、身近な動物、植物にもっと関心を

持ちます 

● 地球上すべての生き物が仲良く暮らせる社会をつくります （20 代女性・会社員） 

● 生物多様性について勉強して、まず知ることから始めます （30 代男性・会社員） 

● 子どもを森に連れて行きます （30 代・農業） 

● 子どもたちを自然の中で遊ばせ、人は自然の中で生かされていることを一緒に体得してい

きたい。少しでも自然の大切さを学んでもらいたい。また家では、樹木、花を自然に近い

形で育ててみます （40 代男性・公務員） 

● いのちの尊厳を動植物たちの営みから学び、それぞれのいのちを大切に育みます （40 代

男性・会社員） 

● 山登りで自然の美しさを満喫しています。大切にします （40 代女性・団体職員） 

● 自然の季節を楽しみ、エアコン等の使用を控えます （40 代女性・パート） 

● 身近な地域で生きている動植物の名前を覚え、大切にしていきます （50 代男性・教員）

● 自分の地域の環境をよく知ろうと思います。近隣をよく歩いてみたいと思います （50 代

男性・会社員） 

● 年に一度は帰省し、子どもたちを自然、田舎に触れさせます （50 代男性・会社員） 

● いきもの、植物を図鑑で調べます。マスメディアの環境データに注視します （60 代男性・

無職） 

● 開発計画と自然保護の関係をよく考え、意見をもちます （60 代男性・無職） 

● ビオトープにできるだけ足を運び、まず情報を得たい （70 代男性・無職） 

 

● 植物を育てます （10 代男性・学生） 

● 家庭菜園に挑戦してみます （30 代男性・会社員） 

● 職場で野菜を作っています （60 代男性・会社員） 

● 果樹を植えて育てています （70 代男性・会社経営） 

● ペットは責任を持って育てる。生物の命はみな同じく一つ （20 代女性・学生） 

● ペットはずっと大切に飼い続けます （40 代男性・団体職員） 

● ペットを大切にし、最後まで(家族の一員として）面倒を見ます。理由は、動物の世話を



通して、生き物の命の尊さ、その関係性などを深く考えるきっかけになりました。たった

一つのものとの深いつながりから、広いことにも目配せができるようになりました （40

代女性・会社員） 

● なるべく殺虫剤を使わないようにします （60 代女性・主婦） 

 

● 柴犬等の国産のペットを飼います （20 代女性・学生） 

● 輸入した食品、ペットは飼いません （60 代男性・会社員） 

● 庭の草むしりをやめ、草刈りにしました。在来種の草で土を覆いたいと思います。サンゴ

ジュの垣根をやめ、近所の雑木林から拾ってきた種で垣根を作りたいと思います。私は、

現状の花いっぱい運動に賛同しません （30 代女性・会社員） 

● 特定外来種等を知り、拡大するような行為をしません （40 代男性・会社員） 

● 旅行先で手に入れた種子を持ち帰らない （50 代男性・会社員） 

 

● 電気をこまめに消したり、食器洗いでできるだけ汚れを流さないようにしたりします

（20 代男性・学生） 

● ＣＯ２削減のため、家庭用電化製品の使用をできるだけ控えます （20 代男性・学生） 

● シロクマのために無駄な電気を消します （20 代男性・学生） 

● 自分のできる範囲で環境にやさしい行動を心がけ、エアコンなどの冷暖房はなるべく使わ

ないようにします （20 代女性・学生） 

● 省エネを心がけます （20 代女性・学生） 

● 風呂の残り湯を洗濯に使います （30 代女性・主婦） 

● 節水をして無駄な排水を出しません （40 代男性・会社員） 

● 洗剤を多用することを控え、水の環境に注意します （40 代女性・主婦） 

● 食器を洗う前に汚れを不用の布等でふき取ってから洗おうと思います （40 代女性・主婦）

● 合成洗剤などの化学物質を極力使わない生活をします （40 代男性・農業） 

 

● 森林伐採を防ぐためにエコ生活（マイ箸やマイバッグ）をします （20 代女性・学生） 

● 買い物にはエコバックを持参します （40 代女性・主婦） 

● 割り箸を使わず、マイ箸を使います （50 代男性・公務員） 

● 積極的に公共の交通機関を利用します （30 代女性・会社員） 

● 環境のため、自転車通勤をします （30 代男性・製造業） 

 

● ゴミの分別を見直し、生物多様性についてのニュースに注目します （20 代女性・学生）

● 無駄なものを買わない、節度をわきまえた生活を心がけ、省エネを始めとした自然環境へ

の配慮をします （30 代男性・建設業） 

● ゴミをなるべく出さないよう努めます。資源を大切にします （40 代男性・会社員） 

● レジ袋の無駄遣いをやめ、外食を減らし、食材を大切に使います （40 代女性） 

● 余計なものは買わない、買ったものは長く使う。ゴミの分別、リサイクルへの協力をしま

す。省エネをします （50 代男性・会社員） 

● できるだけ自然と共生する生活を目指して、環境に負荷をかけるプラスチックゴミやカン

などのポイ捨てをやめる （60 代男性） 

 

● 季節を大切に暮らしていく（ハウス栽培などで一年中食べものが季節に関係なく手に入る

ので） （20 代女性・会社員） 

● 食べ物も衣服その他も、できるだけ国産のものを使います （30 代男性・会社員） 

● 日本国内の農業生産力を向上・維持するため、地産地消を実践します （30 代男性・自営

業） 

● 意識して国内産の木材製品を使うようにします （40 代男性・会社員） 

● 地域で生産される旬の食物を食べる。自分でも家庭菜園で野菜などをつくる （60 代男性）

● 旬のもの、地元の野菜、果物を優先して食べます （60 代男性・無職） 



 

● 環境にやさしい企業に就職します （10 代女性・大学生） 

● 有機栽培の製品を選びます （20 代女性・学生） 

● 途上国の先住民の人に、悪影響を与えないような生物資源（遺伝資源）の利用をしている

企業を応援します （20 代男性・学生） 

● 生物多様性に配慮して作ったお米を食べます （40 代女性・団体職員） 

● 環境に配慮した商品を選びます （40 代男性・製造業） 

● 環境に良い活動をしている企業の商品を買います。  

● 生活用品は、環境にやさしいものを選んで使用します。使用したものを洗い流すことを考

え、水の汚染を避けるようにします （50 代女性・主婦） 

 

● 環境教育で森の大切さ、田んぼの大切さを人に伝えます （20 代女性・団体職員） 

● 自分の子供にいろいろな生物がいることで自然が成り立っていることを教えます （30 代

男性・会社員） 

● 生物多様性の保全の必要性を社内で広めます （30 代男性・会社員） 

● 環境教育活動を通して、次世代を担う子供たちに自然の大切さ、素晴らしさを伝えていき

ます （30 代女性・団体職員） 

● 仕事を通じてより多くの人に生物多様性の大切さを伝えます （30 代女性・ＩＴ系） 

● 仕事を通して、お得意先様へ注目していくよう提案します （40 代男性・広告業） 

● 子どもに日本の生物が絶滅の恐れに瀕していることを教えます （40 代男性・建設業） 

● 日本に本来いないいきもの（外来種）がなぜ自然の中にいるとよくないのか、友人や家族

に伝えます （40 代女性・団体職員） 

● 生物多様性を友達に教えます （40 代女性・主婦） 

● 野生のいきものの目線で物事を考えるようにします。野生のいきものの声を人間社会に伝

えます。野生のいきものの意思で彼らが自由に生きられる場を残していきます （40 代男

性・会社員） 

● 子にも孫にも自然の大切さを教えます （60 代男性・会社員） 

● 生物多様性の重要性を知人や友人に理解してもらうよう努力します （60 代男性・会社員）

 

● 地域の自然保護活動に参加してみます （20 代男性・学生） 

● 動物園の生物多様性保護活動を応援します （20 代女性・会社員） 

● 里山の保全活動(草刈りなど）をします （50 代男性・会社員） 

● 企業へビオトープ設置を提案します （50 代男性・建設業） 

● 日本在来生物の保全の活動をします （50 代男性・会社員） 

● 持続可能な稲作農業を普及させることによって、生物多様性を維持していきたい （50 代

男性・会社員） 

● 職場で生物多様性の保全に取り組みます （60 代男性・警備員） 

● １年中、鳥が寄ってくる家庭ビオガーデンを作ります （60 代・会社員） 

● 植栽等の林業活動のボランティアに積極参加します。外来種駆除活動のボランティアに積

極参加します （60 代男性・無職） 

● 地元の自然公園の定期的なメンテナンス活動に参加しています （60 代・無職） 

● 自然観察会を行います （70 代・短大講師） 

● 水源林の保全、河川水の確保に努力します （70 代男性・無職） 

 


